近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
２クール日報（１月２８日～２月３日）
	報告日
天気
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	報告者
	兵庫県社協：富永
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	前日報告に同じ

	　

	
榎原、田中、中村、伏谷、内藤、吉田、波多野、富永


	（主な日程）
	8:30 朝礼、本日の活動説明
8:50 石川県ボラバス到着（個人ボランティア20名、団体ボランティア14名）
9:00 ・ボランティア受付
・オリエンテーション・マッチング
・ボランティア送り出し
・ニーズ受付
・現地調査
・ボランティア活動調整（活動先のアポとり）等
16:10 災害VC運営等に係る打ち合わせ（運営上の課題整理、対応等）
17:10 翌日のマッチングの準備（アポとり、車両運行予定）
18:30 活動終了


	報告事項

	〇近畿ブロックの役割
・1クールの動きを受け、本日は、ボランティア受付、オリエンテーション・マッチング、ボランティア送り出し、ニーズ受付、現地調査、送迎・軽トラで運搬にかかる車両管理のほか、新たにボランティア活動調整（活動先のアポとり）等を行った。

〇VCの状況
［ニーズ受付48件、ニーズ対応13件（うち完了12件、継続1件）］
・レイアウト変更を受け、ボランティアの導線の流れを構築。ボラセンの部屋が広くなったため、オリエンテーション→マッチング→活動説明→資機材の貸し出し→駐車場から送り出しの流れが一方向で分かりやすくなった。いくつか運営上の改善点は出たものの大きな混乱はなかった。
・イレギュラー対応として、団体ボランティア14名のマッチングあり。朝から避難所で活動予定だったが、避難所の都合で急遽、午後に変更となり、朝から11時までの活動をマッチングした。
・現地調査は13件。家の傾きが大きいケースや災害に起因しない物品の処分を依頼するケースなどがあり、依頼を受け付けるかどうか七尾市社協の判断を求める場面がある。
・ニーズ受付は、近畿ブロック職員含めて5名体制。主に電話対応とキントーン入力。電話が重なり慌ただしくなることがある。

［運営上の工夫・改善等］
・近畿ブロックのメンバーがボランティアに活動内容等を説明しやすいよう柱立てを記載したペーパーを作成し、説明用デスクに貼り出した。
・七尾市社協職員の負担になっていたボランティアの活動先のアポとりについては、本日から近畿ブロックで担当することとした。また、これまで翌日のアポとりにとどまっていたところ、数日先まで活動先の予定を組むこととした。

○石川県ボランティアの受入人数の拡大とその対応について
・本日、七尾市社協からボランティア40名の拡大要請が出された。2月3日（土）から40名のマッチングとなる。現状のスタッフ体制で対応できるよう、2月2日（金）にモデル的に石崎（いっさき）地区でニーズを複数マッチングし、10名～12名のボランティアに対応いただくよう調整を図っていくことを確認した。

〇水道について
・一昨日から一部地域で県の水道が復旧した。避難所から自宅へ戻る方もおり、片付けのニーズが見込まれるとの話があった。

○高速道路の無料化対応について
・石川県ボランティアのみ発行対応しており、それ以外のルートのボランティアは対象外となっている。


	今後の主な予定
	・七尾市社協から2月2日（金）以降、技術系のニーズ対応に着手すべく、NPOやJC、近畿ブロックを交えて対応について協議の場を設けたいとの話があった。
・今週中に、県民ボランティアセンターからハイエース1台が届く。さらに2tトラック1台を金沢まで取りに行く予定。


	調整課題・所感等
	・本日時点では、多くのニーズが半日ほどで完了する傾向にあるため、ボランティアの送り出し後に急いで午後の活動先のアポとりをしている。活動の進捗の見通しを立てにくい中での対応となっているため、改善を図っていく。
・2月に入り、雨・雪の天候の悪い日が出てくる見通しであるため、屋内作業系のニーズを洗い出し、ストックしておく必要がある。
・2月3日から40名のマッチングを見据え、今週中に準備を進める必要がある。
・集積場の待ち時間の長さ、分別の厳しいチェックが引き続きの支障となっている。


	その他
	・現地調査の場面では、上履きかスリッパがあると宅内に上がりやすい。（ＶＣで靴カバーをもらえるが着脱に時間がかかる。）また、被災宅を訪問するためヘルメットが必要。（VCで借りることもできる。）
・現地調査及びニーズ受付のキントーン操作は引継ぎ時のレクチャーで理解できる。




